
「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく
渡良瀬川の減災に係る各構成員の取組事例

令和４年５月３０日
渡良瀬川大規模氾濫に関する減災対策協議会

足利市、栃木市、佐野市、桐生市、太田市、館林市、みどり市、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町、
加須市、栃木県、群馬県、埼玉県

（独）水資源機構草木ダム管理所、気象庁宇都宮気象台・前橋気象台、
東日本旅客鉄道株式会社高崎支社、東武鉄道株式会社、上毛電気鉄道株式会社、わたらせ渓谷鐵道株式会社、

関東地方整備局渡良瀬川河川事務所

資料２
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足利市洪水・土砂災害ハザードマップを発行

○具体的な取組

想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域等を考慮したハザードマップの作成・周知

○実施概要

令和３年８月、最新の洪水浸水想定区域図や土砂災害警戒区域などを反映した洪水・土砂災害ハ
ザードマップを発行した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：足利市

想定最大規模降雨の反映

①渡良瀬川
②桐生川（国管理部分）
③桐生川（群馬県管理部分）
④旗 川（国管理部分）
⑤旗 川（栃木県管理部分）
⑥矢場川（国管理部分）
⑦袋 川
⑧松田川（ダム下流域）
⑨利根川

浸水リスク想定図の反映

①名草川
②出流川
③姥 川
④矢場川（栃木県管理部分）
⑤小俣川
⑥清水川
⑦尾名川

車中避難場所の掲載

４ヵ所
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：感染症対策を考慮した避難所開設訓練

○実施概要

避難所担当職員を対象として、避難者受入時の手順及び避難所での感染症対策について確認する
とともに、避難所をスムーズに開設できるようにすることを目的とした避難所開設訓練を令和3年6月
29日(火)に実施した。

＜訓練内容＞

・避難所運営マニュアルの内容確認

・避難所用品の確認（IP無線機、避難所備品の確認）

・間仕切り等の組み立て（パーテーション、簡易テント、簡易トイレ、携帯トイレ等の使い方）

・避難者受入訓練（避難者役と避難所担当者役に分かれての受付訓練）

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：栃木市
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写真、図面等 写真、図面等

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：想定最大外力を反映した洪水ハザードマップの策定および普及・啓発

○実施概要

洪水・土砂災害ハザードマップの改定

・出流川、菊沢川、三杉川、彦間川、小曽戸川、秋山川（上流）の浸水想定区域及び浸水深を追加

・土砂災害（特別）警戒区域の追加及び見直し等

・改訂内容をまとめた説明動画を動画投稿サイトに掲載

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：佐野市

令和３年度佐野市洪水・土砂災害ハザードマップ
ハザードマップの解説動画
（YouTubeに掲載中）
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：浸水想定区域の住民を対象としたマイ・タイムライン作成講習会の実施

○実施概要

群馬県河川課、桐生土木事務所と共同で河川の浸水想定区域の住民を対象にマイ・タイムライン

作成支援の講習会を実施した。

・実施日時：令和3年11月29日（月）午前10時～正午
・対象地区：桐生市第11区（境野町殿林 外 10町会）
・参加人数：14名

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：桐生市
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：小学校の社会科の授業内で防災に関する出前講座を実施

○実施概要

小学校の社会科の授業（単元：住みよいくらしをつくる）内で、身近で起こり得る自然災害や、災害

から身を守るために普段から行っておくべきことなどを市防災担当職員を派遣し、講義を行った。

・実施日時：令和3年11月9日（火）午前11時40分～午後0時25分
・実施場所：桐生市立広沢小学校

・参加児童：第4学年 84名

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：桐生市
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：コロナ禍を想定した避難所開設訓練の実施

○実施概要：避難所開設における手段や役割分担等を確認し、避難所運営に万全を期すため
訓練を実施。感染症対策を考慮した運営についても併せて確認した。

対 象 者：避難所運営担当職員 １１１名

訓練内容：避難所レイアウト・物品展示、避難者の誘導・受付、ダンボールベッド組み立て

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：太田市

《ダンボールベッド組み立て》《避難者の受付》
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：マイ・タイムライン作成支援の実施

○実施概要：マイ・タイムラインの作成を支援するため講習会を実施。併せて市ホームペー
ジ上にページを設けインターネットでも普及促進を行っている。

主 催：河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会太田地域部会

参加者：３２名

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：太田市

《講習会の様子》 《ホームページ》
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写真、図面等

情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：避難行動要支援者個別避難計画作成

○実施概要

令和２年１０月 館林市防災アドバイザー（片田敏孝東京大学大学院情報学環特任教授）を核とした

庁内外検討体制を構築し、ワーキンググループにおいて検討を重ねた

令和３年５月 内閣府のモデル事業に採択される

令和４年２月 全体計画策定

令和４年３月 個別避難計画様式策定

令和４年度～ 個別避難計画作成予定

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：館林市

【庁内外連携体制】 【個別避難計画の位置付け】

【個別避難計画作成の優先度】
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写真、図面等 写真、図面等

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：渡瀬地区防災訓練

○実施概要

日時：令和３年１０月２３日（土）午前７時３０分～午前１１時２０分

場所：館林市立第九小学校

参加者：地区住民（約１５０人）、館林市立第九小学校（児童１９０名、保護者）、

館林市防災士連絡会、渡瀬公民館、館林市

概要：参加体験型訓練（避難所資機材取扱訓練、防災のはなし、防災○×ゲーム）

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：館林市
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○具体的取組：詳細版ハザードマップの作成

○実施概要：想定最大規模降雨での浸水状況を詳細に表示し、住戸一軒毎に在宅避難の可否を表
示したもの

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況 機関名：板倉町

2,500分の１の縮尺
にて浸水深を5ｍピ
ッチで表示。

家屋図等の固定資
産情報を用いるこ
とで、より現状に即
した地図データとし
た。

固定資産台帳より
家屋の階数情報等
を取得し、垂直避
難を含めた在宅避
難の可否を家屋ご
とに表示。

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
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配備した防災備蓄倉庫 防災訓練の様子

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：自主防災組織への防災備品配備及び自主防災組織主導の防災訓練の実施

○実施概要

災害時、共助の中心的役割を果たす自主防災組織に対し、防災備蓄倉庫、炊出しセット、発電機等
を配備した。

更にそれらを用いた自主防災組織主導の訓練を実施し、備蓄品使用方法の確認を行った。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：明和町
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写真、図面等 写真、図面等

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：防災講演会の実施

○実施概要

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：千代田町

コロナ禍ではあるが、千代田町と千代田町自主防災組織連絡協議会の共催で「災害時における物流の停止と備え」
と題して、流通経済大学 流通情報学部長の矢野裕児教授を招き、防災講演会を実施した。コロナ禍ということで
、参加者についても縮小し、各地区自主防災会の役員及び町内防災士に絞って６０名の参加者とした。内容として
は、洪水に特化した内容ではなかったが、災害が発生した際の物流の流れについての問題点・課題など多くの受講
者が、参考になったと感想を述べていた。この内容は、参加できなかった人たちのために、館林ケーブルテレビに
て１週間（1時間番組）の放送を実施した。
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写真、図面等 写真、図面等

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○具体的取組：職員及び消防隊で実施したコロナ禍に対応した防災訓練

○実施概要

当初の訓練計画では、コロナ禍ということで区長・自主防災組織の参加のもと縮小しての実
施予定であった。しかしながら「非常事態宣言」により更なる縮小となり職員間の確認作業
（避難所開設・運営及び風水害現場対応）を主体とした訓練とした。

避難所開設・運営訓練の様子 風水害現場対応訓練で指示を出している様子

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：千代田町
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協定締結式 サービスイメージ

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：大泉町

○具体的取組

株式会社ＶＡＣＡＮと「災害時避難施設に係る情報の提供に関する協定」を締結
○協定概要
ＶＡＣＡＮのシステムを活用して、町内各避難所の混雑状況をリアルタイムで配信する。
避難所混雑状況の可視化はコロナ禍において求められている分散避難に有効である。

○協定締結日 ：令和３年４月２２日（木）

情報伝達、避難計画等に関する取組
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写真、図面等 写真、図面等

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：想定浸水深シートの設置（まるごとまちごとハザードマップの整備）

○実施概要

洪水時の指定緊急避難場所となっている町内小中学校（６校）に想定浸水深シートを設置し、水災害
意識の向上を図った。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：邑楽町

邑楽町立中野小学校の施工例
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：洪水ハザードマップを改訂

○実施概要

「水害時の避難行動マップ（洪水ハザードマップ）改訂版」を全戸配布

令和元年東日本台風（台風第19号）対応における課題を受け、見直した避難対策を反映したマップを
全戸配布した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市

災害対策基本法の改正に伴う避難情報の変更、
自主避難等に関するチラシを作成し、マップに合
わせて各戸配布した。
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：スマートフォン用防災アプリを作成、公開

○実施概要

加須市の防災情報を集約したスマートフォン用アプリの公開及び運用を開始した。

１ 公開日令和３年４月１日

２ 主な機能 ①防災地図、②災害体験ＡＲ、③お知らせ機能、④防災ライブラリ・リンク集

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市

①防災地図 ②災害体験ＡＲ
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：水害時の避難に役立つ短編動画【新作】を作成

○実施概要

水害時に市民が早い段階で、円滑に避難できるよう、スマホなどで短時間でみられる避難に役立つ
短編動画（1本あたり約2分）を、令和2年度に全10本、作成した。
令和3年度には新作「防災アプリ偏」を作成、公開するとともに、作成済みの動画も法改正に伴う避
難情報の変更に対応した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市

フルバージョン（約22分） 防災アプリ編
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：カスリーン台風写真パネル展を開催

○実施概要

昭和２２年に「カスリーン台風」がもたらした豪雨による利根川氾濫の堤防決壊地として、９月１６日
「治水の日」を機にあらためて大規模水害への備えの大切さを地域に訴えようと開催しました。

展示物 GHQ 撮影の記録写真を基に制作された啓発用パネル、「アメリカから見たカスリーン
台風（B1 判･6 枚組）」、市民から提供を受けた体験記と写真

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市
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水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○具体的取組：警察と合同の避難誘導訓練を実施

○実施概要

令和元年東日本台風時の避難において、北川辺地域と避難場所を結ぶ唯一の県道・埼玉大橋付
近では、避難車両による大渋滞が発生し、加須警察署が渋滞ポイントの信号を手動に切り替え、渋
滞の解消を図った。

今回の訓練では、同様の対応の円滑な実施のため、行われた。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市

①避難誘導訓練 警察官の手信号による交通整理等 ②防災キャンペーン チラシ配布による啓発
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あ

排水活動及び施設運用の強化に関する取組

○具体的取組：排水ポンプ車の配備及び排水操作訓練の実施

○実施概要

近年の地球温暖化に伴う気候変動により、全国各地で豪雨が頻発している。栃木県では、
県内における浸水の早期解消を図ることを目的に、栃木土木事務所（小山詰所）及び安足土
木事務所（安蘇庁舎、足利庁舎）に排水ポンプ車を合計３台配備した。

また、災害発生時に迅速かつ的確な作業を行う目的で、排水ポンプ車の操作研修を兼ねた
訓練を、関係機関と連携し実施した。今後も毎年、出水期前に訓練を実施する。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：栃木県

排水ポンプ車全景 排水操作訓練の実施状況
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的取組：河川CCTVカメラの機器更新

○実施概要

洪水予報河川の基準観測している河川CCTVカメラ15台の機器更新を行うとともに、閲覧画面の高
画質化を図り、より鮮明な画像で河川状を把握できるようにした。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：栃木県

一級河川袋川 千歳橋（足利市末広町）

【更新後】

【更新前】

【閲覧サイト】

とちぎリアルタイム雨量・河川水位情報システム

URL https://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/
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○具体的取組：危機管理型水位計・河川監視カメラの整備

○実施概要：「河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会」の地域部会により危機管理型水位計・河
川監視カメラの配置計画を作成し、計画的に整備を実施した。整備後は情報発信、収集状況の確認
のほか、必要に応じて配置計画の見直しを予定している。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

危機管理型水位計・河川監視カメラの整備方針（令和3年7月作成） 整備方針の基づき作成した令和3年度配置計画

河川課

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
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○具体的取組：群馬県リアルタイム水害リスク情報システム

○実施概要：県管理河川の数時間先の河川水位や浸水範囲が予測できる「群馬県リアルタイム水害
リスク情報システム」を構築し、令和３年７月より水防関係機関向け試行運用を実施した。令和４年５
月に県民向けに水位・雨量情報のほか、これまで整備した危機管理型水位計・河川監視カメラを集
約して公開予定。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

情報伝達、避難計画等に関する取組
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：まるごとまちごとハザードマップの整備促進

○実施概要：「河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会」において、設置事例や利活用事例等の共
有を図った。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

東電電柱を活用した表示事例紹介
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○具体的取組：防災教育の実施

○実施概要：前橋市と連携し、共愛学園中高生を対象に防災教育を実施した。ロングホームルーム
の時間を活用し、ハザードマップや防災情報の確認方法等を説明した。コロナ対策としてYouTubeライ
ブ配信を用いて各教室で受講してもらい、防災情報の確認方法の説明では、全生徒に支給されてい
るiPadを用いた操作演習を実施した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

日程 令和３年10月14日
対象 共愛学園中高生 約1,300名
時間 50分
科目 ロングホームルーム
内容 ハザードマップや防災情報の確認方法等
配布資料 

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
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水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○具体的取組：重要水防箇所の共同点検

○実施概要：県内土木事務所において、管内市町村の防災・土木担当および地域住民の代表者（町
内会長等）と重要水防箇所の合同点検を実施した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

令和３年度群馬県河川図（抜粋）

合同点検実施箇所位置図合同点検実施箇所位置図
R３桐生土木
実施箇所

〇近年の豪雨で課題となっている避難行動について、地域住民が自ら
リスクを察知し、主体的に避難行動を実施してもらうため、各土木事
務所管内における水害リスクの高い区間（重要水防箇所等）について、
河川管理者と水防活動に関わる関係者（水防活動に係る建設業者を含
む）及び地域住民の代表者が共同して点検を実施しました。

・太田土木事務所管内 ８機関 計 19名
・桐生土木事務所管内 ４機関 計 10名
・館林土木事務所管内 ３機関 計 ５名

令和3年度共同点検の参加機関

各事務所における合同点検の様子

太田土木管内での実施
（太田市徳川町地先）

R３太田土木
実施箇所

R３館林土木
実施箇所

桐生土木管内での実施
（桐生市川内町地先）

館林土木管内での実施
（館林市上三林地先）28



排水活動及び施設運用の強化に関する取組

○具体的取組：排水実働訓練の実施

○実施概要：排水ポンプ車運用マニュアルに基づくポンプ車等による排水実動訓練を実施した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

太田地域部会による訓練 邑楽館林地域部会による訓練
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写真、図面等

＜取組内容＞

•防災ポータルの多言語化、音
声自動読み上げ、色味変更等
を実施。

＜今後の予定＞

•群馬県総合防災情報システム
にて、緯度経度情報、避難所の
混雑状況の入力、配信ができる
ように改良予定

情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：群馬県総合防災情報システムによるLアラートやSNSへの配信
○実施概要

群馬県内市町村が、群馬県総合防災情報システムに避難情報や災害情報を入力することにより、L
アラートやSNSへの配信がされ、テレビ・ラジオ等の様々なメディアを通じ、住民への迅速な情報提供
を可能としている。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県

危機管理課
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ぐんま地域防災アドバイザー防災士養成講座 ＜令和3年度 取組状況＞

第１回

○集合研修日程

令和3年12月18日（土）19日（日）（高崎市内）

○参加人数： ９６名

第２回

〇集合研修日程

令和3年12月25日（土）26日（日）（太田市内）

〇参加人数： ５２名

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：「ぐんま地域防災アドバイザー防災士養成講座」を開催

○実施概要

自主防災組織のリーダーとして活躍できる人材の育成・発掘を目的に、「ぐんま地域防災アドバイザ
ー」の拡充及び育成を図るため、「防災士」を養成する「ぐんま地域防災アドバイザー防災士養成講座
」を開催している。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：群馬県
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写真、図面等 写真、図面等

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○具体的取組：出前講座の実施について

○実施概要

・消防学校の生徒を対象とした出前講座（水防工法）

・日時：令和３年１１月１７日 ９：３０～１２：２０

・対象者：消防学校の生徒３６名（採用１年目から２年目）

・実施場所：埼玉県消防学校

・実施内容：水防工法（土のうづくり、積み土のう工）

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：埼玉県
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組： 住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用

したリアルタイム情報の提供やプッシュ型情報の発信

○実施概要： 計画規模を超える洪水によりダムが異常洪水時防災操作に至ると予測される状況

になった場合には、現行のダム通知により関係機関に周知するとともに、Ｌアラートに

より報道機関に情報を伝達し、報道機関を通して広く一般に周知する。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況

ダム管理所 河川情報センター

情報伝達者より地
域住民へ情報伝達

機関名：（独）水資源機構草木ダム管理所

出典：総務省 第1回今後のLア
ラートの在り方検討会 資料1-2
「Lアラートの現状」（H30.7）に一
部加筆

地域住民への周知(例)
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草木ダムＨＰ 浸水想定区域図（草木ダム～高津戸ダム）

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組： 想定最大外力を反映した洪水ハザードマップの策定および普及・啓発

○実施概要： 自治体によるハザードマップ作成のための参考情報として、草木ダム～高津戸ダムま

での間の浸水想定区域図を作成し、沿川自治体へ情報提供。

また、作成した浸水想定区域図は草木ダムHPにて公開。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：（独）水資源機構草木ダム管理所
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：避難勧告に着目したタイムラインの策定及び関連機関との連携状況や訓練の実施等を踏まえた見

直しの検討

○実施概要:令和3年度栃木県防災図上総合訓練に参加。想定気象状況として、令和元年東日本台風を利用し、現
地災害対策本部（市貝町）と連携した防災対応を行う訓練において気象解説を実施。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

宇都宮地方気象台

【日 時】：令和3年7月9日
【場 所】：栃木県庁8階（危機管理センター対策室）

⇔ 市貝町
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：避難勧告に着目したタイムラインの策定及び関連機関との連携状況や訓練の実施等を踏まえた見

直しの検討

○実施概要:気象防災ワークショップを実施

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

宇都宮地方気象台

●栃木県が行う「防災気象情報に関する研修会」（令和3年度：栃木県・市貝町防災研修会）において、気象防災
ワークショップ（土砂災害編）を実施。

【日 時】：令和3年11月26日（午前・午後） 【場 所】：市貝町役場
【参 加 者】：（グループワーク）市貝町職員（34名） （スタッフ） 県危機管理課 市貝町 気象台

●気象台が主催し、Web会議システムを利用したオンライン形式による気象防災ワークショップ（中小河川洪水編）
を実施。

【日 時】：令和4年2月21日（午後） 【場 所】：オンライン（気象台～各市町）
【参 加 者】：11市町（那須町、那須塩原市、塩谷町、さくら市、宇都宮市、真岡市、芳賀町、益子町、

茂木町、壬生町、野木町） （スタッフ） 気象台

●気象庁等から提供される気象情報を適切に使い、的確なタイミングで防災体制の強化や迅速な避難情報の判
断・伝達を実施できるよう演習。
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情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：避難勧告に着目したタイムラインの策定及び関連機関との連携状況や訓練の実施等を踏まえた

見直しの検討

○実施概要:気象防災ワークショップを実施

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

前橋地方気象台

●気象台と群馬県が共催し、気象防災ワークショップを実施。

【日 時】：令和3年12月16日（午後） 【場 所】：群馬県利根沼田振興局 【教 材】土砂災害編
【参 加 者】：4市町村（沼田市、片品村、川場村、みなかみ町） （スタッフ）利根沼田行政県税事務所、気象台

●気象庁等から提供される気象情報を適切に使い、的確なタイミングで防災体制の強化や迅速な避難情報の
判断・伝達を実施できるよう演習。

【日 時】：令和4年3月2日（午後） 【場 所】：群馬県太田合同庁舎 【教 材】中小河川洪水編
【参 加 者】：5市町（太田市、伊勢崎市、みどり市、玉村町、大泉町） （スタッフ）太田行政県税事務所、気象台

【日 時】：令和4年3月10日（午後） 【場 所】：群馬県地域防災センター（前橋市） 【教 材】土砂災害編
【参 加 者】：4市村（前橋市、渋川市、安中市、榛東村） （スタッフ）前橋行政県税事務所、気象台

令和4年3月2日 太田合同庁舎（中小河川洪水編）

前橋地方気象台

令和4年3月10日 群馬県地域防災センター（土砂災害編）
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：小中学校における水災害教育の実施

○実施概要:
●栃木県教育委員会主催の、とちぎ子どもの未来創造大学の出前講座「体験気象学」において、実験を通した気象に関する講座を

実施。気象庁（気象台）の業務の説明や実験を通し、気象及び防災に関する意識を高めた。【宇都宮地方気象台】

●2つの中学校から職場体験を受け入れ、体験学習の中で気象庁（気象台）の業務の説明や実験を通し、気象及び防災知識の啓発
を実施。【宇都宮地方気象台】

●伊勢崎市立殖蓮（うえはす）中学校と連携して、中学生向けの「天気予報についての解説動画」を作成し、同校に提供した。
【前橋地方気象台】

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

・「体験気象学」令和3年7月29日 野木町公民館 23名（保護者数名）

「職場体験」
令和3年11月 9日～11日 中学生（4名）
令和3年11月30日～12月 1日 中学生（5名）

宇都宮地方気象台

前橋地方気象台

伊勢崎市学校教育情報誌「ISM」での紹介（一部抜粋）
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能性」の提供等、防災気象情報活用

に向けた啓発・普及

○実施概要:指定河川洪水予報の予測時間延長

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

「危険度分布」の危険度を発表条件に加えることで、災害発生の危険度が急激に上昇し、速やか
な安全確保が必要な状況となっていることが伝わるように改善。

○具体的取組：「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能性」の提供等、防災気象情報活用

に向けた啓発・普及

○実施概要:記録的短時間大雨情報の改善
●災害発生の危険度が急激に上昇し、速やかな安全確保が必要な状況となっていることを適切
に伝えられるように、記録的短時間大雨情報を、当該市町村が警戒レベル４相当の状況と
なっている場合にのみ発表。
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能性」の提供等、防災気象情報活用

に向けた啓発・普及

○実施概要:顕著な大雨に関する情報を提供

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

●線状降水帯がもたらす降り続く顕著な大雨への注意喚起

●位置づけ 情報のコンセプト 
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により、非常に激
しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説する
「顕著な大雨に関する情報」を提供。

※この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報 ＝ 警戒レベル４相当以上の状況で発表。
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能性」の提供等、防災気象情報活用

に向けた啓発・普及

○実施概要:「台風の暴風域に入る確率」の発達する熱帯低気圧の段階からの提供

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：気象庁

●「台風の暴風域に入る確率」について、24時間以内に台風に発達すると見込まれる熱帯低気
圧の段階から提供。
気象庁ホームページのコンテンツ「台風情報」では、台風及び発達する熱帯低気圧について、
確率の分布表示（下の表示例の左図）や地域ごとの時間変化（下の表示例の右図）を表示。
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：総合学習及び出前講座による防災教育

○実施概要：河川をより身近に感じでもらうために実施している総合学習の一部及び出前講座

で防災教育を実施し、将来地域の担い手になる子ども達の防災への関心を深める

ことを目的。

■出前講座

①洪水ハザードマップにより、浸水時の状況を確認し、被害に対する意識向上

②マイタイムライン作成による、自主避難に対する意識向上

③洪水の写真により、平時からの水防に対する準備の必要性認識

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況

出前講座実施
令和３年５月２６日、１２月３、８、１３日

■総合学習の一部として防災の必要性を説明

機関名：渡良瀬川河川事務所

総合学習実施 令和３年６月２３，２４日

■総合学習後、環境・防災の出前講座を実施
（洪水ハザードマップ・洪水時の写真）
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